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ホーム
参加申込
会場へのアクセス
個人情報保護方針

参加お申し込みに関するお問合せ
水シンポジウム2015inふくい
運営事務局(FBC販促企画部内)
福井県福井市大和田2丁目510

TEL：0776-57-5489
FAX：0776-57-1960

E-mail：mizushinpo2015@fbc.jp

開催内容に関するお問合せ
福井県土木部河川課

福井県福井市大手3丁目17番1号
TEL：0776-20-0480
FAX：0776-20-0696

E-mail:kasennka@pref.fukui.lg.jp

with Dam Night in Fukui
～福井の夜を「ダム」と

　　ともに楽しみましょう～

昼は水シンポジウム
夜はダムイベント

同日夕方、同施設にて

詳しくはコチラ

開催案内
【開催趣旨】
福井県は、日本海側の降雪地帯に位置し、降水量が多く、水の恵み
の豊かな地域であり、大野市の御清水や若狭町の瓜割の滝など各地
に豊かな湧水 が点在しています。 北陸屈指の大河である九頭竜川
は、コシヒカリ発祥の地である福井平野を潤し、人々に恵みをもた
らしています。 また、一乗谷川沿いに広がる福井市の一乗谷朝倉
氏遺跡や奈良時代から続く小浜市のお水送りなど、古くから水と関
わりの深い歴史・文化を有して います。一方、昭和４０年の奥越
豪雨や平成１６年の福井豪雨、平成２５年の台風１８号等、多くの
豪雨災害を経験し、それらを教訓として治水対策を 進めてきまし
た。 このような福井県における文化や災害の歴史を踏まえ、今後
の水の恵みと災害への備え（治水、水資源の保全、河川環境の整備
と保全等）について議論し、 幸福を運ぶと言われるコウノトリが
飛来する、幸福度日本一の福井から未来への提案として全国に発信
します。

水シンポジウム2015ご案内
8月27日（木）9:30～17:10
シンポジウム
会場：AOSSA
　　　福井県県民ホール
　　　地域交流プラザ（第2分科会のみ）
■入場無料
■ 9:00
■ 9:30
■10:00

■10:55

開場
開会（オープニングセレモニー）
特別講演（日本水フォーラム）
「日本文明と水循環」
NPO法人日本水フォーラム代表理事・事務局長
首都大学東京客員教授・東北大学客員教授・博士（工学）：竹村
公太郎
基調講演
「福井豪雨から足羽川の景観まちづくり」
福井県里山里海湖研究所所長・県立大客員教授
東京農業大学名誉教授・元農大学長　農学博士： 進士　五十八

し ん じ  い そ や

水シンポジウム2015inふくい http://www2.fbc.jp/mizusympo2015_fukui/

1 / 2 2015/07/10 8:38
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台風が直撃する恐れがある、または気象等に関する特別警報が
発令された等の場合には中止または延期する可能性があります。

※中止・延期の場合は8月25日（火）にこのホームページで発表します。

今秋、当シンポジウムの模様を収録した特別番組を放送致します。
（詳細はこのホームページで随時更新予定）

■15:20
■16:00
■17:00
■17:10
■パネル展示（AOSSA8階展望ロビー等）

8月28日（金）9:00～17:00
現地見学会
水の恵みと歴史の探訪～奥越前ぐるり一回り～
■参加費：2,000円（昼食込）　小学生以下半額
■定員：40名
■集合・解散：福井駅東口

■コース

平本　秀信（東郷ふるさとおこし協議会会長）
森久保　司（近畿地方整備局福井河川国道事務所所長）
中村　亮（福井県里山里海湖研究所研究員）

子どもたちによる発表
全体会議（各分科会まとめメッセージ発信）
次回開催県挨拶
閉　会

※先着順となりますのでご希望に添えない場合もございます。

福井市東郷用水、一乗谷朝倉氏遺跡、大野市御清水、恐竜博物館、
九頭竜川鳴鹿大堰など

水シンポジウム2015inふくい http://www2.fbc.jp/mizusympo2015_fukui/

2 / 2 2015/07/10 8:38
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水害対策小委員会活動報告 
2015年3月以降の活動 

2015年3月：  2014年度第二回水害対策小委員会開催 
  河川災害シンポジウムの実施（参加人数：241名） 

　    参考： 2014年（早稲田大学） 163名 
                                            2013年（名城大学） 175名

   　　 
 当日配付資料に対して，自然災害研究協議会から15万円の
補助． 
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2015年度の活動予定  
2015年7月以降：  国内・海外の水害調査サポート 
2015年7月-8月：  水害調査団員候補者名簿の作成 
2015年7月-8月：  総務省・消防との情報交換，連携確認 
2015年3月14日：河川災害に関するシンポジウム（東北工業大学） 
・　調査方法の統一化WG 
・　スィフトレスキューマニュアルの検討 

2015年7月：  2014年度に実施した3件の水害調査の最終報告書完成 
 河川財団の助成を受けた四国害については，河川財団への報告書が最
終報告書 
 兵庫・京都・岐阜水害・土砂災害と広島豪雨災害は新規に最終報告書
を取りまとめた 

 
2014年6月26日：  2015年度第1回水害対策小委員会 

 水害調査ガイドラインの一部修正 
 調査団結成方法の再確認 
 災害調査時の保険契約の継続など 

- 27 -
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平成 27 年 5 月 19 日 
 
水工学委員会 
委員長  道奥 康治 様 
 

公益社団法人 土木学会 
                                                        調査研究部門 
                                                        主査理事  三村 衛 
 

平成 26 年度 調査研究委員会の活動度評価の結果 
および平成 27 年度調査研究費予算配分について（ご報告） 

 
  土木学会調査研究部門会議は、調査研究部門に所属する委員会の平成 26 年度におけ

る活動度について、厳正に評価いたしました。 
  その結果、貴委員会の活動度の評価結果は下記のとおりとなりましたので、ご報告い

たします。 
  なお、ご参考までに平成 21 年度～25 年度の総合評価を併記いたしますとともに、「平

成 26 年度実績の委員会情報発信数」を添付いたします。（平成 23 年度実績による活動

度評価は評価方法の移行期のため実施しておりません） 
 

記 
 
１．平成 26 年度実績の委員会活動度評価結果および平成 27 年度予算配分額 

年度 
情報発信数 活動度評価 

ランク 
平成 27 年度配

分額 ①行事参加者数 ②出版物購読者数 合計（①+②）

平成 26 年度 3566 人 1653 人 5219 人 A  1127 千円 
・ 上記配分額には、調査研究拡充支援金（旧 行事還元金）を含みません。 
・ 活動度評価（平成 22 年度までは総合評価）が C ランクとなった委員会および評

価結果に異議のある委員会については、調査研究部門会議、研究企画委員会合同

会議が活動内容と今後の取組みについてヒアリングを実施します。 
・ 全委員会の情報発信数についての一覧表を添付いたしますので、今後の委員会活

動の参考になさってください。また、活動度改善に向けて、調査研究部門として

も適宜個別にアドバイスさせて頂きますので、何かございましたら問合窓口まで

お知らせください。また、評価結果に異議のある委員会についても問合窓口まで

ご連絡ください。 
 

- 45 -
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２．〔参考〕活動度評価ランクと予算配分の関係 
活動度評価 
ランク 

情報発信数 予算配分 

Ａ 2,500 人以上 予算総額に応じて 55 万円＋情報発信数に応じた金額。

ただしＡランクの情報発信数は 2,500 人として計算※。Ｂ 500 人以上 
2,500 人未満 

Ｃ 500 人未満 一律 55 万円 
※Ａ，Ｂランクの委員会の予算配分方法 

予算配分額＝55 万円 ＋ 情報発信数（500 人超分）に比例した金額 
＝55 万円 ＋（S－55 万円 × n）× a ／ b 

  ここに、S：当該年度の調査研究委員会の総予算額（平成 26 年度調査研究部門予

算から新規制度等調査研究費（重点研究課題）ならびに研究企画委員会

予算を除いた 2,341 万円） 
      a：当該委員会の情報発信数（Ａランクは 2,500 人とする）－500 人 
      b：全委員会の a の合計（平成 24 年度：23,921 人） 
      n：委員会数（現在 29、研究企画委員会は含まず） 
 
３．〔参考〕平成 21 年度～25 年度の貴委員会の総合評価 

年度 総合評価 
平成 21 年度 A 
平成 22 年度 A 
平成 24 年度 A 
平成 25 年度 A 

 
４．〔参考〕調査研究委員会の継続・新設 評価要領【抜粋】 
（３）評価時期 

委員会の新設要望があった場合 および 既存委員会活動の活動度の総合評価が 3 年

間連続して C ランクとなった場合に、当該委員会の継続・新設・廃止を検討する。 
  

 
問合窓口：事務局 研究事業課長 工藤（kudo@jsce.or.jp） 

以 上  
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ŗňņňń�ãÑUĂØàƅ�ĦǌîïǍ ƹaUĕ¿�ƒîïÑƄĳ�ŶŤƑŮCƄŬűƏ
aUƅ�łƅUĂƹzĂƅtI	�ƅJƒð�ŸƏť
ƈŻŤCĸƞƢƛƲƸƒð�ŶŤ�Ïƅ¥ŦƃEGƅ
?Łƅĉ¯ƁƕƸƫƳ��ƄĜÅƀůƏŻŰƈŶŪ

�ƒúxŸƏJƁŸƏť
ƹaUƄĵŸƏN�Ø��ƒîïÑƄĳ�ŶŤ��
ƅUĂƹzĂƒ��ŸƏtI��ƅJƒð�ŸƏť

ƹaUĕ¿�ƅĳ�ƄƌƎC"ƄŬűƏaUƅ��ãƅØàƒ�
ĦŸƏťŴƍƄŤCĸƞƢƛƲƸƅĳ�ƄƌƎŤCOƄŬűƏ´/ƄŽŪ
ſƊ�ĦƒBƏť
ƹaUƄĵŸƏN�Ø��ƒĳ�ŶŤĨ2ƅƵƪƱƺƊ:ƉŤ��ƅ
UĂƹzĂƒ��ŸƏť

ŗňņŉńU�óĹĔ�Ĺ�ĠĔ�ƅC
ĸÑĐÖgƅ9�ǌîïǍ

ƹaUĔ�ĹƅCĸƞƢƛƲƸƒƌƎ�^�WŴŹ
Əť
ƹŒşšŠŞŗŜŃşŚŃŒŖŎŏƇƅ|ÞLƒƉŵŸť

ƹaUĔ�ĹƅCĸƞƢƛƲƸƇƅ|Þƒ�ĦŸƏť
ƹŒşšŠŞŗŜŃşŚŃŒŖŎŏƇƅ|ÞLƅŻƉƅfI´/ƒ´ÐƄāūť

ŗňņŊńzĂH½ƅƚƶƺƨƴƝƠƸ
ơƺƥ0ǌ�ćǍ

ƹÊ hĹ�ċÂƒÐ'ŸƏƁƁƊƄŤ°`×ĶzĂ
H½Ɓĥ/ŶŻzĂƅ�ÊƹĀßƒBƏť

ƹÊ hĹ�ċÂƒÐ'ŶŤ°`×ĶzĂH½Ɓĥ/ŶŻ��zĂƒ
:Ɠżí6ÑƃzĂƅ�ÊƹĀßƒBƏť

ŗŉņňńÛ�ƅ¤ĤM0Ƅ[rŶŻU
ĂŀGƅ$¤èƄƌƏò60ǌ~
�Ǎ

ƹơưƃƂƅPF¤ĤÃƅð�çÊƹı\<0ƄŽŪ
ſŤaUR>�"ƀƠƝƙƫƘƺƝƅĎõƒ¢čŸ
Əť

ƹơưƃƂƅPF¤ĤÃƅð�çÊƹı\<0ƄŽŪſē ƹ¢čŸƏ
ŻƉŤaUR>�"ƄŬűƏƠƝƙƫƘƺƝƅĎõƒ¢čŸƏť

ŗŉņŉń�©ĵƁƅĥ�ƄƌƏÿþÑ
Øàƅ�ĦǌîïǍ

ƹD�ČÎUR>�Ɓĥ�Ŷſ¶GçÊƁEGČÎƅ
ĥ�ƄĵŸƏėĔƒ¸ƉŤÀXƅĞŲƎƄŰŪEGž
ŰƎƹăžŰƎƒWÈŸƏŻƉƅUĂÑƃ¢čƅJƒĎ
űƏť

ƹD�ČÎUR>�Ɓĥ�ŸƏŻƉƅUĂÑƃ¢čƅJƒĎűƽ¶G
çÊƁEGČÎƄĵŸƏėĔƒ¸ƉŤÀXƅĞŲƎƄŰŪEGžŰƎƹ
ăžŰƎƒWÈŸƏŲƁƒÓ�Ÿť

ŗŊņňńÀX[rzĂƅ�é0ǌîïǍ ƹaUR>�"ƀĎõŶſŪƏX[æ]R>�ƅ
©ûƒð�ŶŤ¨�ÑŭŽġģƃÀXē ƦƢƤƷƺƙ
ƒð�ƹ��ŸƏť

ƹaUR>�"ƀĎõŶſŪƏX[æ]R>�ƅ©ûƒð�Ťq
ĆƄrŷſi0ŶŤ¨�ÑŭŽġģƃÀXē ƦƢƤƷƺƙƒð�ƹ��
ŸƏť

ŗŋņňńČÎƹ*gŤÛ�HÒ�Ďƅð
�çÊƃƂĆëzĂƅÙâ
ǌîïǍ

ƹD�ČÎUR>�Ɓĥ�Ŷſ¶GçÊƁEGČÎƅ
ĥ�ƄĵŸƏėĔƒ¸ƉŤÀXƅĞŲƎƄŰŪEGž
ŰƎƹăžŰƎƒWÈŸƏŻƉƅUĂÑƃ¢čƅJƒĎ
űƏť

ƹD�ČÎUR>�Ɓĥ�Ŷſ¶GçÊƁEGČÎƅĥ�ƄĵŸƏė
Ĕƒ¸ƉƏŻƉŤÀXƅĞŲƎƄŰŪEGžŰƎƹăžŰƎƅWÈƒÓ�
ŶŻUĂÑƃ¢čƅJƒĎűƏť

ŗŋņŉńĬcáĴjxzĂƅÙâǌî
ïǍ

ƹD�ČÎUR>�Ɓĥ�ŶŤ¶GçÊƅĈÁŭƍE
GČÎƄĵŸƏėĔƒ¸ƉŤı�ÑƃƝƩƸƒøwŶ
ſËKM/Ƅ[rƀůƏEGžŰƎƹăžŰƎƒWÈŸƏ
ŻƉƅUĂÑƃ¢čƅJƒĎűƏť

ƹD�ČÎUR>�Ɓĥ�ŶŤı�Ñƃ¶GçÊƅĈÁŭƍEGČÎ
ƄĵŸƏėĔƒ¸ƉŤËKM/Ƅ[rƀůƏEGžŰƎƹăžŰƎƒWÈ
ŸƏŻƉƅUĂÑƃ¢čƅJƒĎűƏť

ŗŌņňńËKÓ¦ƹH½ƅĎVǌîïǍ ƹı�ÑƃËKM/ƒøwŶŤĶÀƄƊĭwŶŻĘŭƃ
ËKƄĵŸƏØàƒW�ŸƏť
ƹÊ hĹ�ċÂƒÐ'ŸƏŲƁƀŤ��ƅzĂƅ
�ÊƹĀßƒBƏť

ƹĘŭƃËKƅð�ƹçÊƒÓ�ŶŤı�ÑƃËKM/ƒøwŶŤĶÀƄ
ƊĭwŶŻËKØàƒ�ĦŸƏť
ƹÊ hĹ�ċÂƒÐ'ŸƏŲƁƀŤ��ƅzĂƅ�ÊƹĀßƒBƏť

ŗŌņŉń�ïFÛ�ƅ¤èƄĝŸƏz
ĂƅØàǌîïǍ

ƹEÉć§ƀƅËKM/ƄƌƎPůŰM0ŶſŪƏķ
ƹ³ƅÙÇ�¼zĂƒÆmŶŤĽVd0ƀƅa
¤ĤÃƅĎČ�İƒ�ÚŸƏť

ƹEÉć§ƀƅËKM/ƄƌƎPůŰM0ŶſŪƏķƹ³ƅÙÇ�
¼zĂƒ¤èŶŤĽVd0ƀƅa¤ĤÃƅĎČ�İƒ�ÚŸƏť

ŗŌņŊńEÉ»�0ô=ƹĪrzĂƅ
ÙâǌîïǍ

ƹEÉ»�0�ƅķƹ³ƅÙÇ�¼zĂƒÆm
ŶŤĽVd0ƀƅa¤ĤÃƅĎČ�İƒ�ÚŸƏť

ƹEÉ»�0�ƅķƹ³ƅÙÇ�¼zĂƒ¤èŶŤĽVd0ƀƅ
a¤ĤÃƅĎČ�İƒ�ÚŸƏť

Řňņňńē ØàīĲƅR>�$ó
ǌîïǍ

ƹaUR>�"ƄĎõŴƐſŪƏX[æ]R>�
ƅ©ûƒð�ƹi0ŶŤ¨�ÑŭŽġģƃÀXē 
ƦƢƤƷƺƙƒ5ûƁŸƏť
ƹD�ČÎUR>�Ɓĥ�Ŷſ¶GçÊƁEGČÎƅ
ĥ�ƒ¸ƉŤÀXƅĞŲƎƄŰŪEGžŰƎƹăžŰƎ
ƒWÈŸƏŻƉƅUĂÑƃ¢čƅJƒĎűƏť

ƹaUR>�"ƀĎõŶſŪƏX[æ]R>�ƅ©ûƒð�ƹi0
ŶŤ¨�ÑŭŽġģƃÀXē ƦƢƤƷƺƙƒð�ƈŻƆ��ŸƏť
ƹD�ČÎUR>�Ɓĥ�Ŷſ¶GçÊƁEGČÎƅĥ�ƄĵŸƏė
Ĕƒ¸ƉŤÀXƅĞŲƎƄŰŪEGžŰƎƹăžŰƎWÈƅŻƉŤUĂÑ
ƃ¢čƒĦƉƏŲƁŮ%�ƏJƒĎűƏť

řňņňńÛ�ĝ���ƄĵŸƏ�æ�
Ċǌ�ćǍ

řňņŊńĪ«ƃÛ�ĝ���ƬƶƞƝ
ƄĵŸƏ�Ċƹ��ǌîïǍ

ƹŧƛƸƮƜƖưŨƄƌƏc¬ƹD�U�ƹü±�ƹCƅ
tI!�ƁÔ�čĔƅJƒð�ŶŤc¬ƅÛ�ƕƸƫ
ƳƄ[ŸƏÖĖƋvĖ9�ƒBƏƁƁƊƄŤc¬Ů®Ɖ
ƏazĂƅ{�Ƅ.ƉƏť

ƹŧƛƸƮƜƖưŨƄƌƏc¬ƹD�U�ƹü±�ƹCƅtI!�ƁÔ�
čĔƅJƒĎűŤc¬ƅÛ�ƕƸƫƳƄ[ŸƏÖĖƋvĖ9�ƒBƏƁ
ƁƊƄŤc¬Ů®ƉƏazĂƅ{�Ƅ.ƉƏť

řňņŋń��ƹQê*gƅ�@Ƅ[ŸƏ
�ĊǌîïǍ

řňņōńöŶŪCžŰƎŤÀXƄiŪă
žŰƎåƇƅ-Ċƹ��ǌ�ćǍ

ƹŧƛƸƮƜƖưŨƄƌƏc¬ƹD�U�ƹü±�ƹCƅ
tI!�ƁÔ�čĔƅJƒð�ŶŤc¬ƅÀXƄ[
ŸƏÖĖƋvĖ9�ƒBƏƁƁƊƄŤc¬Ů®ƉƏĶ
ÀzĂƅ{�Ƅ.ƉƏť

ƹŧƛƸƮƜƖưŨƄƌƏc¬ƹD�U�ƹü±�ƹCƅtI!�ƁÔ�
čĔƅJƒð�ŶŤc¬ƅÀXƄ[ŸƏÖĖƋvĖ9�ƒBƏƁƁƊ
ƄŤc¬Ů®ƉƏĶÀzĂƅ{�Ƅ.ƉƏť

aUR>�R>�8
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ţegČÎƻǀƾƿǃegƼ

ǊǋǈǉǀƾƿǃƄ�ĠƅƔƙƛƲƸƬƳƸ

ŢƔƙƛƲƸƬƳƸ
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aUR>�R>�8

ţegČÎƻǀƾƿǃegƼ

ǊǋǈǉǀƾƿǃƄ�ĠƅƔƙƛƲƸƬƳƸ

ŢƔƙƛƲƸƬƳƸ

ƻƿƼļÀŭƍƅnýƁĶÀƹºÀƅ
ŻƉƅHÒƻƧƺƥƹƟƫƤƼ¤è

ƹaUR>�"ƀĎõŶſŪƏX[æ]R>�ƒ
)ÍŶŤ¨�ÑŭŽġģƃÀXē ƦƢƤƷƺƙƒð
�ƹ��ŸƏť
ƹ�CƀÐÌŸƏXƄ[ŶſŤē AƒġģƄµĩŶ
I;�ƒĳ�ŶſIƒ!�ŸƏJƒŤ�lƁƊð�ŶŤ
aUĕ¿�ƅƁůƄ7�ĳ�ŸƏ°`ÀXƛƸƮƜ
Ɩưƒ´ÍŶſŤĶÀƹºÀƅtI!�ŤzĂĳÐƄZ
�ŸƏť
ƹÀXƅĞŲƎƄŰŪEGžŰƎƹăžŰƎƒWÈŸƏŻ
ƉŤD�ČÎUR>�Ɓĥ�Ŷſ¶GçÊƁEGČÎ
ƅĥ�ƄĵŸƏėĔƒ¸ƉƏť

ƹƟƫƤľƄŬŪſŤaUR>�"ƀĎõŶſŪƏX[æ]R>�
ƒ)ÍŶŤ¨�ÑŭŽġģƃÀXē ƦƢƤƷƺƙƒð�ƹ��ŸƏť
ƹ�CƀÐÌŸƏXƄ[ŶſŤē AƒġģƄµĩŶI;�ƒĳ�Ŷ
ſIƒ!�ŸƏJƒŤ�lƁƊð�ŶŤaUĕ¿�ƅƁůƄ7�ĳ�
ŸƏ°`ÀXƛƸƮƜƖưƒ´ÍŶſŤĶÀƹºÀƅtI!�ŤzĂĳ
ÐƄZ�ŸƏť
ƹƧƺƥ[æƒ�¡ŸƏŻƉŤÀXƅĞŲƎƄŰŪEGžŰƎƹăžŰƎ
ƒWÈŸƏŻƉŤD�ČÎUR>�Ɓĥ�Ŷſ¶GçÊƁEGČÎƅ
ĥ�ƄĵŸƏėĔƒ¸ƉƏť

ƻǀƼÜ_ä�1S+ÐĻy��ƅ
[æƅŻƉƅD�zĂƅĹê

ƻǁƼƕƸƫƳƅ©ûð�ƹ�@ƹ�©
û,Ɓª��ě}ƅ�ºƹ&}ƛ
Ɲƣưƅ¤è

ƹEÉ»�0�ƅķƹ³ƅÙÇ�¼zĂƒÆm
ŶŤĽVd0ƀƅa¤ĤÃƅĎČ�İƒ�ÚŸƏť
ƹı\<0ƄĵŶſŤơưƃƂƅPF¤ĤÃƅð�ç
ÊƄŽŪſ¢čŸƏŻƉƅƠƝƙƫƘƺƝƅĎõƒŤ
aUR>�"Ƅſ¢čŸƏť

ƹŐŎœåƒ)ÍŶŻEÉ»�0�ƅķƹ³ƅÙÇ�¼zĂƒÆm
ŶŤĽVd0ƀƅa¤ĤÃƅĎČ�İƒ�ÚŸƏťaUĕ¿�ƒ
�pƁŶſ¢čx�Ů ĄŴƐƏť
ƹơưƃƂƅPF¤ĤÃƅı\<0ƒ:ƉŻð�çÊƄŽŪſ¢čŸ
ƏŻƉƅƠƝƙƫƘƺƝƅĎõƒ¢čŸƏť

ƻǂƼEÉć§ƅĒŁƇƅ[r ƹEÉ»�0�ƅ£ãÈęƅ�¼Ɓźƅ°`ƹoË
ƇƅkĿď�Øàƒi0ŸƏť
ƹ�PƙƳƝƅ³ƹ¹ƄƌƏąXuVƁĪrzĂƒ
¢čŶŤaUĕ¿�ƒĢŷſUĂÑƃÐ�ƒāūť

ƹEÉ»�0�ƅ£ãÈęƅ�¼Ɓźƅ°`ƹoËƇƅkĿď�Ø
àƒi0ŸƏťaUĕ¿�ƋaUƅN�ĕ÷�ƒĢŷŻ[ræƅ
�¡ƒāūť
ƹ�PƙƳƝƅ³ƹ¹ƄƌƏąXuVƁĪrzĂƒ¢čŶŤaUĕ
¿�ƒĢŷſUĂÑƃÐ�ƒāūť

ƻǃƼPć§ƕƭƸƤƁƕƸƫƳƹáĴ�
�Ƈƅñs[r

ƹĚĺƄ�ūD×ÀXƹ³ÀXƅiP0ƒ�¼ŸƏ
zĂĳÐƒĦƉŤaUĕ¿�ƒĢŶſėĔƒ¸Ɖ
Əť
ƹD�ČÎUR>�Ɓĥ�Ŷſ¶GçÊƁEGČÎƅ
ĥ�ƄĵŸƏėĔƒ¸ƉŤÀXƅĞŲƎƄŰŪEGž
ŰƎƹăžŰƎƒWÈŸƏŻƉƅUĂÑƃ¢čƅJƒĎ
űƏť

ƹĚĺƄ�ūD×ÀXƹ³ÀXƅiP0ƒ�¼ŸƏzĂĳÐƒĦƉŤ
aUĕ¿�ƒĢŶſėĔƒ¸ƉƏť
ƹD�ČÎUR>�Ɓĥ�Ŷſ¶GçÊƁEGČÎƅĥ�ƄĵŸƏė
Ĕƒ¸ƉŤÀXƅĞŲƎƄŰŪEGžŰƎƹăžŰƎƒWÈŸƏŻƉƅU
ĂÑƃ¢čƅJƒĎűƏť

ƻǄƼª��zĂùƅúxƁ´Í ƹaUĕ¿�ƒîïÑƄĳ�ŶŤƑŮCƄŬűƏ
aUƅ�łƅUĂƹzĂƅtI	�ƅJƒð�ŸƏť
ƈŻŤCĸƞƢƛƲƸƒð�ŶŤ�Ïƅ¥ŦƃEGƅ
?Łƅĉ¯ƁƕƸƫƳ��ƄĜÅƀůƏŻŰƈŶŪ

�ƒúxŸƏJƁŸƏť
ƹaUƄĵŸƏN�Ø��ƒîïÑƄĳ�ŶŤ��
ƅUĂƹzĂƒ��ŸƏtI��ƅJƒð�ŸƏť

ƹaUĕ¿�ƒîïÑƄĳ�ŶŤƑŮCƄŬűƏaUƅ�łƅU
ĂƹzĂƅtI	�ƅJƒð�ŸƏťƈŻŤCĸƞƢƛƲƸƒð�ŶŤ�
Ïƅ¥ŦƃEGƅ?Łƅĉ¯ƁƕƸƫƳ��ƄĜÅƀůƏŻŰƈŶ
Ū
�ƒúxŸƏJƁŸƏť
ƹaUƄĵŸƏN�Ø��ƒîïÑƄĳ�ŶŤ��ƅUĂƹzĂƒ�
�ŸƏtI��ƅJƒð�ŸƏť

ƻǅƼCĸÑzĂ��Ýğƅ�Ħ ƹaUĔ�ĹƅCĸƞƢƛƲƸƒƌƎ�^�WŴŹ
Əť
ƹŒşšŠŞŗŜŃşŚŃŒŖŎŏƇƅ|ÞLƒƉŵŸť
ƹśŕőŎƋŎşŝŝşŞœŔƃƂŅđƊŮY�Ƅ)ÍƀůƏa
ƛƯƱƵƺƛƲƸƟƫƤƖƗƔƅƌƎ�^ƅCĸ0ƒB
ƎŤƑŮC(ƅaƛƯƱƵƺƛƲƸƟƫƤƖƗƔƒ·O
ƀƅƕƸƫƳ��ƄÌŭŸť

ƹaUĔ�ĹƅCĸƞƢƛƲƸƇƅ|Þƒ�ŶŤCĸƞƢƛƲƸƒƌƎ�
^�WŴŹƏť
ƹŒşšŠŞŗŜŃşŚŃŒŖŎŏƇƅ|ÞLƒƉŵŸŻfI´/ƒW�ŸƏť
ƹŎşŝŝşŞœŔƋśŕőŎƃƂŅđƊŮY�Ƅ)ÍƀůƏaƛƯƱƵƺƛƲƸƟ
ƫƤƖƗƔƒƑŮCŭƍÐ�ŶŤ·OƀƅƕƸƫƳ��ƄÌŭŸť

ƻǆƼ��ũƏtIÐ�ƁtI4Ĺ©
ûƅ¤èƁħÍ

ƹŧƛƸƮƜƖưŨƒĢŷŻŤc¬ƹD�U�ƹü±�ƹ
CƅtI!�ƁÔ�čĔƅJƒð�ŸƏť
ƹ��ƅazĂƄĵŸƏtI!�ƅŻƉŤaUƄ
ĵŸƏNTØ��ƒ)ÍŸƏť

ƹŧƛƸƮƜƖưŨƒĢŷŻŤc¬ƹD�U�ƹü±�ƹCƅtI!�Ɓ
Ô�čĔƅJƒð�ŶŤc¬ŮqĆƁŸƏĶÀƄĵŸƏÖĖƅ{�
ƒāūť
ƹ��ƅazĂƄĵŸƏtI!�ƅŻƉŤaUƄĵŸƏNTØ�
�ƒĳ�ŶŤzĂùƇƅtIÐ�ƒW�ŸƏť
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http://www.iahrapd2016.info/home

議題（報告） APD2015について APD‐IAHR日本委員 田中規夫

Important Dates 

Call for Abstracts open 1st December 2014

Deadline for Abstract submission 31st August 2015 

Notification of acceptance of Abstract 31st September 2015 

Deadline for submission of full papers 15th February 2016 

Notification of acceptance of full papers 15th March 2016 
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〔参考〕

提出

NO 出版企画の再検討依頼

YE

出席

出版承認書を送付

各委員会出版委員会

ヒアリングの開催案内（案内状を送付）

平成28年度出版企画　今後の手続き（スケジュール）

受理

平成27年10月6日，
幹事会にて審議

受理

平成27年9月30日，
「出版企画書」作成・提出

平成27年10月28日（水），
ヒアリング開催

平成27年11月20日，
委員会にて審議

11月下旬，予算案策定

平成28年1月，
予算案を理事会へ提出 受理
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下記のとおり新規出版物を企画しました。審議をお願いします。

提出日：平成24年9月28日

書名（仮称でも可） 土木技術者倫理問題 －考え方と事例解説Ⅱ－

※必ず図書の目次案を添付してください。また、できれば執筆予定者リストも添付ください。

図書の位置づけ 新規　・　○既刊図書の続編　・　既刊図書の改訂版

出版の目的・趣旨

　本書は、平成17年に発行した『土木技術者倫理問題－考え方と事例解説－』の続編である。
  前著発行後、学生向けの事例をより多く盛り込むことや、学生が土木界の一端に触れられるような情
報を加えてほしいとの要望があった。そこで、これらの要望に応えるため、前著以上に教育現場での活
用や、官公庁や企業での研修会等で活用いただくことを念頭に、学生や比較的若い技術者を主人公とす
る事例を中心とした第二弾を出版したい。なお、前著では副読本としての活用を考え、Ａ４サイズとし
たが、携行も考え、他の土木学会の倫理本と同様にＡ５サイズとする。また、前著との事例の重複はな
るべく避け、前著の事例を適宜参照するなどして、前著の販売促進にも努める。（なお、前著は在庫限
りとしたい。）

図書の分類
　基準・示方書　　　指針・マニュアル　　　○学校教材　　　特定分野の専門書
　辞書（事典）　　資料図書　　一般向け教養書
　その他（　若手実務者向けの教材でもある　）

対象読者
（複数回答可）

○建設会社　　○コンサルタント　　○電力・ガス会社　　○鉄道会社　　○道路会社
○中央官庁　　○地方自治体　　　　○大学・高専等の教員　　○学生　　　一般の方
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

本書の活用について
（上記対象読者に対し、本書がどの
ように役立つのか、具体的にご記入
ください）

・高等教育機関において、「技術者倫理教育」の教材や参考書として利用でき、学生の「技術者倫理」
の理解と実践に役立てることができる。
・官公庁や企業において、職員や社員の研修に利用でき、業務の適正を確保する体制の構築に役立つ。

発行予定日 平成25年7月15日頃

事務局への原稿提出予定 平成25年5月15日頃

　1,500部

※初版完売のために、編集担当委員会としての希望発行部数の根拠および販売促進の方策を、別紙「販売促進活動計画
書」へご記入ください。

希望単価 　1,500円

ページ数 約　200 ページ　　　※カラーページは　　ない　・　○ある（約　20　ページ）

○完全版下原稿　　・　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　※その他の場合の理由：

掲載する写真 ある　（およそ　　　　　　点）　・　○ない

掲載する図面 要トレース（およそ　　　　　　　点）　・　○トレース不要

判型 Ａ４判　・　Ｂ５判　・　○Ａ５判　･　新書判　・　その他（　　　　）

出版会計からの編集会議の費用補助
（主に旅費）

○必要とする　・　必要としない

※必要とする場合は、別シートの「予算要求調書」に必要事項をご記入ください。

出版会計からの制作予算を必要とす
る時期

平成25年4月　頃から

講習会の開催予定 ○ある　（平成25年8月頃）　・　ない

連絡担当委員 氏名： 四谷　二郎　　　　　　　　　　所属：　新宿大学

ＴＥＬ　　　　　－　　　　－　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　－　　　　－

E-mail

出版企画書（記入例です）出版企画書（記入例です）出版企画書（記入例です）出版企画書（記入例です）

委員会名：　　○○委員会　　　　　      委員長： 土木　太郎

小委員会名：　○○△△小委員会　　　　　委員長： 四谷　二郎

◆原稿提出形態は、完全版下を基本としています。完全版下原稿以外での提出を希望される場合は、その理由を必ず付してください。

◆編集会議の費用補助は、承認されない場合があります。また、出版会計から補助した金額は、必ず図書の定価に影響します。あわせてご了承
ください。

◆お問合せ先：公益社団法人　土木学会　出版事業課　TEL 03-3355-3444／FAX　03-5379-2769

出版のねらい

出版物の概要

原稿提出形態

希望発行部数
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• Available space for use: One hall, four rooms and small rooms in the same building

• Tentative Date: 19 (Tue)~23 (Sat) August 2018 (to be discussed) 

Tentative Plan for the 12th International Symposium on Ecohydraulics 2018, Tokyo
Venue: Nihon University (Kanda Surugadai 1‐8‐14, Chiyoda, Tokyo 101‐8308)

• Abstract submission deadline: Middle of August 2017
• Abstract acceptance notification: Middle of October 2017
• Submission of full paper* or extended abstract: Middle of December 2017
• Paper acceptance notification: End of January 2018
• End of early bird registration: middle of February 2018
• *To be discussed whether paper submissions are unified as extended abstract 
only or the authors are given the opportunity to publish in several international 
journals (will be published several months later). 

Tentative schedule of key dates

議題（報告） ISE2018 ISE2018 LOC 田中規夫

• Takashi Asaeda (Saitama University) (Chair)
• Norio Tanaka (Saitama University) (Secretary General)
• Shinji Fukuda (Tokyo University of Agriculture and Technology)
• Makoto Nakatsugawa (Muroran Institute of Technology)
• Yoichi Yasuda (Nihon University)
• Ryota Tsubaki (Hiroshima University)
• Yasuharu Watanabe (Kitami Institute of Technology)
• Kazufumi Hayashida (Civil Engineering Research Institute for Cold Region)
• Keiko Muraoka (Public Works Research Institute)

Tentative Plan for the 12th International Symposium on Ecohydraulics 2018, Tokyo

Local Organizing Committee
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・ の土 水理に関する ク （ ） 

－既 の土 動と 動 の問題点の改善と ・ 水理学の新 － 

 

THESIS-2016 in Tokyo 組 委員会(LOC)委員長 
     ( 学研究 発 ) 

 

が では，土 ， ， の しい 動な ， を いた

は様 な分 で重要 を してきている． 年，CFD が発 し，

に いる の でも の が考 できるよ になってきた．また，移動

の な も できるよ になってきた．しかし，一方で くの

は 分した一 元 法の 組みの で発 してきたため， 出の で

の の 動 な は さ て， の に し めら て

いる． このため， に めら る の拡 のために， を取り

く研究， の発 を ま て， の の問題点の 理と の 組みにこ

だ らない新しい の発 が めら ている． 
は 動を 学 に取り 新たな 発の方向の な

とつである．THESIS(Two-pHase modElling for Sediment dynamIcS in geophysical 
flows)-2016 in Tokyo (http://c-faculty.chuo-u.ac.jp/~ths2016/，土木学会 ) 組 委員会

(LOC)は，土 の に関する ン を し，さらにその

イ ン して， 調 の に，既 の の問題点と新しい 水理学の

に向けた Workshop を企画している．Workshop では， 点を って新しい方向を

出そ とするものであるが，そのためには が 要である． 
そこで，THESIS-2016 Workshop に ，表題の り 内 ク を行 こ

とにした．この ク は，THESIS-2016 Workshop の ク とし

て 付けている． ，上 の 内の 水理学の重要な問題点に主 を き，

だけに らず，また， の問題点だけでなく，現在の新しい

の で 出さ た の新たな 重要 も含め， い様 な 点で議

を することを する．また，この ク を することで，土 水理

学の現 の問題点を にし，関連分 の活 を るとともに THESIS-2016 の参

加 を びかけることも らいとしている．  
この ・ の土 水理に関する ク では，まず既 の土 動と

動 の問題点の 理，今後土 水理の発 ， 望についてと， ・ 分 にお

ける土 動と の の問題について 題を し，議 する．総合討議

では，こ らを けて に議 し，討 することにより，土 水理学の新たな

と THESIS-2016 の成 につな る． 
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プログラム（案） 
 

 
日時：2015年10月19日(月) 13:00-18:00 
場所：土木学会講堂 (東京都新宿区四谷一丁目無番地) 
主催：THESIS-2016 in Tokyo組織委員会，共催：水工学員会，後援：海岸工学委員会 
 
 
13:00 ～ 13:05  会の   

    ( 道 学) (水工学委員会) 
13:05 ～ 13:10    

    ( 学) (組 委員会(LOC)委員長) 
 
 

(1) 13:10 ～ 14:40 既往の土砂運動と地形変動解析の問題点の整理・改善，今後の土砂水

理の発展，展望 

会   一( 学) 
13:10 ～ 13:55(15分 含 )    ( 道 学)  
13:55 ～ 14:40(15分 含 )  後藤 ( 学)  
 
14:40 ～ 14:50    
 
(2) 14:50 ～ 16:50 河川・海岸分野における土砂運動と地形変化解析と計算力学に関する

具体の話題 

14:50 ～ 15:10 (10 分 含 )     一 ( 学)  
15:10 ～ 15:30 (10 分 含 )   関 正人 ( 学)  
15:30 ～ 15:50 (10 分 含 )   内  ( 学)  

会   ( 道 学)  
 

15:50 ～ 16:10 (10 分 含 )   部  ( 道 学) 
16:10 ～ 16:30 (10 分 含 )   治 ( 学) 
16:30 ～ 16:50 (10 分 含 )   水 法 ( 学) 

会  後藤 ( 学)  
 
16:50 ～ 17:55 総合討議 

会    ( 学) (LOC 委員長) 
 
 

17:55 ～ 18:00 閉会挨拶 
後藤   ( 学) ( 工学委員会) 
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別  
 

THESIS(Two-pHase modElling for Sediment dynamIcS in geophysical flows)-2016 in Tokyo
について 
 

ン   においては，土 を水 の の

移動現 として一 に ，水 と のそ の 動と を取り

る を題 として，土木 ， 分 だけでなく， 工学分 ， 学

工学分 ， 工学分 な の に関連する い研究者も て，

の研究について議 する． 

 

組 委員会 

 委員長， 学 ，後藤 学 ，  道 学 ， 

 学 ，  学 ，水  研究 学 学 ， 

 一 学 ，  学 ， 藤 学 ， 

関  正人 学 ， 水 康行 道 学 ，  学  

内  事務局長， 学  
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THESIS‐2016
Two‐pHase modElling for 

Sediment dynamIcS

Tokyo, Japan
September 12‐14, 2016

International Scientific 
Committee:

Local Organizing Committee:

Balachandar, S. (University of Florida, USA)
Blondeaux, P. (University of Genova, Italy)
Brocchini, M. (Università Politecnica delle Marche, 

Italy)
Dong, P. (University of Dundee, U.K.)
Elghobashi, S. (University of California Irvine, USA)
Guillou, S. (University of Caen, France)
Hsu, T.J. (University of Delaware, USA)
Izumi, N. (Hokkaido University, Japan)
Jenkins, J. T. (Cornell University, USA)
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Venue:
THESIS‐2016 will be held on Korakuen
Campus of Chuo University. The site is
located in the center of Tokyo.

The 3rd symposium on two‐phase 
modelling for sediment dynamics 

in geophysical flows

Research and Development Initiative (RDI)
Chuo University
1‐13‐27 Kasuga, Bunkyo‐ku,
Tokyo 112‐8551 Japan

SymposiumWebsite:
For updated information on registration,
program, map, etc. please visit symposium
website:
http://c‐faculty.chuo‐u.ac.jp/~ths2016/

Further inquires can be made via e‐mail at
ths2016@tamacc.chuo‐u.ac.jp

Registration fees:
50,000 JPY: Members (JSCE, IAHR, SHF)
65,000 JPY: Normal participants
25,000 JPY: Ph.D. Students

Hosted by RDI(Chuo University)
Co‐hosted by JSCE, IAHR, SHF
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The 3rd symposium on two‐phase modelling for sediment dynamics in geophysical flows

Invitation:
Considerable attention has been paid to the
relevance of sediment transport dynamics to a wide
range of geophysical applications: the sediment
deposition and re‐suspension processes in rivers and
estuaries, the morphological evolution of waterways
and coastal zones, debris flows, the formation and
displacement of turbidity maxima in estuaries, the
impacts of sediment drainage, sediment transport
and topographical changes due to tsunamis, and the
process of breaching in dyke‐ and dam‐break flows.
The method generally regarded as offering the
greatest promise involves a two‐phase approach that
is capable of describing the physical processes of
sediment transport more realistically than a single‐
phase approach.
THESIS symposia (THESIS‐2011, THESIS‐2013) were
successfully held in Chatou, France, to provide a
forum for discussing and exchanging experience and
knowledge within the international research
community, with the goal of developing two‐phase
approaches to sediment dynamics in geophysical
flows.
THESIS‐2016 will be held in Tokyo. This symposium
will focus on the state‐of‐the‐art of the two‐phase
approach for sediment dynamics. We look forward to
welcoming you to THESIS‐2016.

Symposium Theme & Topics: Key Dates:
12 February 2016: 

abstract submission
15 April 2016: 

abstract acceptance
17 June 2016: 

Extended abstract submission
12‐14 September 2016: 

Symposium

Abstract submission:
Abstracts (of between 200 and 1000 words) should be
submitted before February 12, 2016. They should
provide detailed information on the objectives of the
study, the methodology, the main results and major
conclusions.
They should also mention the names and affiliations of
the authors, as well as e‐mail address of the
corresponding author.

This symposium will cover the following research topics,
all of which are based on the perspective of a two‐
phase approach to sediment dynamics, in which the
dynamics of water and the solid‐particles phases are
considered with interphase interactions and
momentum transfer.

• All accepted extended abstracts (4‐page papers) will
be published in the symposium proceedings (CD‐ROM).
• The most notable papers presented at the
symposium will be selected and the authors will be
invited to submit full papers for publication in a
special issue of “Advances in Water Resources”

Form and size of the
symposium:
‐ Language: English
‐ Presentation forms: Oral and posters
‐ Four plenary key‐lectures and a workshop
‐ Duration: 3 days with plenary and parallel sessions

Workshop:
The workshop will focus on both conventional and
novel models for sediment transport to enhance their
accuracy and application to geophysical flows.

Date: Tuesday, 13 September 2016
Time: 15:20‐17:20 in Room 1 (main room ) (tentative)
Workshop Topics: Conventional and novel sediment
transport models, bed load and suspended load, and
sediment mixture and armoring

A. Fundamentals
Physical processes, mathematical formulations and
parameterizations, analytical solutions

B. Modelling
Numerical simulation, turbulence modelling

C. Measurements
Experimental techniques in the laboratory, measuring
methods in the field

D. Environmental applications
(D1) Sheet flows, highly concentrated flows,
Nutrient/contaminants transported by sediments
(D2) Internal flows (erosion around pipelines and
hydraulic sluices) and groundwater flows (porous
media), Vegetated channels, riverbank restoration,
Landslide/debris flows, Breaching processes in dyke‐
overlap and dyke‐break flows, Tsunami with sediment
transport
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